
















要約:沖縄県本島北部地域の児童・生徒 828 人を 3年間追跡調査した。食品摂取状況(食肉

摂取)と小児の血清総コレステロール値(T-Cho 値)には関連はみられなかった。一方、小

児の T-Cho値は身体の成長率(身長の伸び率)の高い者ほど有意な低値を示し、第二次性徴

発現においても有意な減少を認めた。又これは、第二次性徴発現後の経過年数により男女

間で異なった変動がみられることも明らかにされた。


